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実際回想法の文では、原則的に話し手（１人称）が
主語になることって無いと思うんですけど、ごく一部のパターンでは
話し手が主語になる回想法も可能です♪

会話でよく使われる回想法の感覚
結局、韓国語での回想法は、自分が見聞きしたこと、経験したことを話す時に
よく使うものなんですが、日本人に分かりやすく言うと、翻訳的には、
「～だったけど？」とか「～って言ってたよ！」とか「～だったんだよ！」
みたいな会話で使えるって思っておけば大丈夫です！

特に婉曲形 「 -던데요 /던데」한다体の叙述形「 -더라」はよく使われます。

例えば夢で見た夢の中での自分についてもそうですし、
自分自身の客観的分析だったりを話す場合ですね！

述語が話し手の感情や心理を話してる場合

「好き」や「嫌い」みたいな感情や心理を表す形容詞が述語のパターンでも
話し手が主語の回想法を作ることは可能です！
この場合、感情や心理を呼び起こしてる対象の後に付く助詞は
「가/이」になります。

※このような文での回想法は過去から現在に至るまで続く感情や心理状態を表すので
日本語では現在形で訳されることが多いです！

ッ ク ム ソ ゲ ソ 　   ネ ガ 　   ナ ビ ガ   　 ドェオ      イッドラ

꿈속에서 내가 나비가 되어 있더라...
( 夢の中で、私が蝶になってたんだけど… )

例文

ナン　  クロン　   ナ ム ジャガ       チョットラ

난 그런 남자가 좋더라...
( 私はそういう男が好きなんだよね…)

例文

フ ジ モ ヌ ン        チ ベ ソ       チ ャゴ　    イ ットンデ

후지몬은 집에서 자고 있던데!?
( フジモンは家で寝てたけど!? )

ヘ ジ ュ ガ   パ ッ ケ   イッスル  ッテ  

フ ジ モ ヌ ン       チ ベ ソ 　　イ レ ッ タ ド ラ

혜주가 밖에 있을 때

후지몬은 집에서 일했다더라..
( ヘジュが外にいる時、フジモンは家で仕事してたって…）

例文
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